
ず
い
そ
う

久
留
米
の
こ
と

神
代

正
道

●
久
留
米
大
学
理
事
長

皆
さ
ん
は
、「
久
留
米
」
と
い
う
地
名
か

ら
何
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

久
留
米
絣
や
久
留
米
ラ
ー
メ
ン
、
…
…
。
人

口
三
十
万
人
の
中
核
市
で
あ
る
が
、
意
外
な

日
本
一
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
焼
き
鳥
店
が
人

口
一
万
人
当
た
り
八
軒
と
、
全
国
一
多
い
B

級
グ
ル
メ
の
街
で
あ
る
。
評
判
の
店
に
行
く

と
、
し
ば
し
ば
大
学
関
係
者
と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
。
上
古
の
昔
、
久
留
米
に
は

筑
後
国
の
国
府
が
置
か
れ
た
。
時
代
が
下
が

り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
あ
と
、
丹
波
福
知
山

か
ら
有
馬
豊
氏
が
初
代
藩
主
と
し
て
久
留
米

に
移
封
さ
れ
、
二
十
一
万
石
を
領
し
、
明
治

維
新
ま
で
の
約
二
百
五
十
年
十
一
代
に
わ
た

り
統
治
し
た
。
年
末
に
開
催
さ
れ
る
日
本
中

央
競
馬
会
の
「
有
馬
記
念
」
レ
ー
ス
は
、
中

央
競
馬
会
理
事
長
を
務
め
競
馬
の
発
展
に
尽

力
し
た
十
五
代
有
馬
家
当
主
の
有
馬
頼
寧
氏

を
記
念
し

た
も

の
で
あ
る
。

明
治
以

後
は
軍

都
と
し
て
知

ら
れ
、

全
国

最

強
と

言

わ

れ

た

帝
国

陸
軍

第

一

八

師
団

（
菊

師
団

）
、
第

二
一
師
団
、
第
五

六
師
団
（
龍

師
団
）

の
本
拠
地
で

あ
っ
た

。
昭
和
三
十
六

年
、
筆

者
が
医
学
部

進
学
課
程
入

学
の
こ

ろ
、

校
舎
は
旧

陸
軍

の
敷

地
の
一
角

に
あ
り
、
理

科
の
実
習

室
や
食
堂

は
木
造

の
旧

兵
舎
で

あ

っ
た
。
「
爆

弾
三

勇
士

」

の
こ

と

を

ご
存
じ

の
方
は

あ
ろ
う
か
。

昭
和
七
年

、
第
一
次
上

海
事
変

の
お
り
、
久
留

米
第
一

八
師
団
の
三

人
の
工
兵

が
爆
弾
筒

を
抱
え
て
敵

陣
地
の
強

固
な
鉄
条
網

を
自
爆
破

壊
し
、

進
撃
路
を
開

い
た
。
当

時
、
軍
神

「
爆
弾
三
勇
士

」
と
し

て
称
賛

さ
れ
た
。
前

述
し
た
医

学
部
進
学
課

程
校
舎
の
敷
地
内
に
、「
爆
弾
三
勇
士
」
の

銅
像
の
台
座
が
残
っ
て
お
り
、
筆
者
も
入
学

し
て
初
め
て
三
勇
士
の
こ
と
を
知
っ
た
次
第

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
十
数
年
を
経
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
の
医
学
部
入
学
時
、

周
囲
に
旧
軍
隊
の
名
残
を
深
く
と
ど
め
て
い

た
。
現
在
、
旧
陸
軍
の
敷
地
跡
は
、
久
留
米

人
学
御
井
（
文
系
）
キ
ャ
ン
パ
ス
、
陸
上
自

衛
隊
駐
屯
地
及
び
陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

学
校
な
ど
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
同
じ
敷
地
内

に
あ
っ
た
旧
陸
軍
病
院
は
、
戦
後
、
国
立
久

留
米
病
院
と
な
り
、
平
成
六
年
、
国
立
病
院

の
統
廃
合
が
行
わ
れ
た
お
り
、
久
留
米
大
学

へ
と
移
譲
さ
れ
、
現
在
は
久
留
米
大
学
医
療



セ
ン

タ
ー
と
し
て
久
留

米
市
東

部
の
医
療

を

担

い
、
大
学
病
院

を
補
完
す

る
存

在
と
な

っ

た
。ま
た
久
留

米
は
、

わ
が
国
の

ゴ
ム
加
工

産

業
の
発
祥

の
地
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
。

明

治
以
降

、
大
正

昭
和

の
日

本
の
工
業

発
展

の
歴
史
そ

の
も
の
に
日
本

ゴ
ム
（
現

ア
サ
ヒ

コ

ー
ポ
レ

ー
シ

ョ
ン
）
、
月

星

ゴ

ム
（
現

ム

ー
ン
ス

タ
ー
）
及

び

ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン

タ
イ

ヤ

（
現

ブ
リ

ヂ
ス
ト

ン
）
の
三
社

が
久
留
米

に

誕
生
し

現
在
に
至

っ
て

い
る
。
中

で
も

ブ
リ

ヂ
ス
ト

ン
は
、

タ
イ

ヤ
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は

世
界
一
で

あ
る
こ
と

は
周
知
の

ご
と

く
で
あ

る
。
三
社
と

も
に
久
留

米
大
学
医

学
部
キ
ャ

ン

パ
ス
に
近

く
、
筆
者

の
学
生
時
代

に
は
、

風
向

き
に
よ

っ
て
強
く

ゴ
ム
臭

が
漂
う
こ

と

が
あ
っ
た

が
、

現
在
で
は

全
く
無
臭
と

な
り

、

ゴ
ム
加
工

産
業

の
技
術
の
進
歩

を
実
感
す

る

次
第

で
あ
る
。

私

ど
も
の
久
留
米

大
学
は

、
ブ
リ

ヂ
ス
ト

ン
の
創
業

者
で
あ

る
石

橋
正

二

郎
氏
の
存
在

な
く
し

て
は
語

る
こ
と

が
で
き

な
い
。
久
留

米
大

学
の
前
身
で

あ
る
九
州
医

学
専
門
学

校

は
、

昭
和

三
年
、

敷
地
と
鉄
筋
コ

ン

ク
リ

ー

ト
三

階
建
て
校
舎
を
石

橋
正

二
郎

氏
に
よ
り

寄
贈
さ

れ
、
久
留
米
市

立
病
院
を

附
属
病
院

と
し
て
ス

タ
ー
ト
し

た
。
八
十
六
年

前
に
建

て
ら
れ
た
旧

校
舎
は

、
市
街

の
ほ
と

ん
ど
を

焼
き
尽

く
し
た

昭
和
二
十

年
の
大
空

襲
か
ら

も

免
れ
、
現
在

な
お
学
長
室

、
理
事
長

室
を

含

め
、
大
学
本

部
と
し
て
り

っ
ぱ
に
機
能

し

て

い
る
。

久
留
米

大
学
医
学

部
キ
ャ
ン

パ
ス
は
筑

後

川
河
畔

に
位
置
し
、

自
然
環
境

に
恵
ま
れ

て

い
る
。
し

か
し
、
三
十
年

余
り
前

ま
で
は
筑

後
川
下

流
域

は
日
本
住

血
吸
虫

の
浸

淫
地
帯

で
あ
り
、
川

に
入

る
こ
と

は
も
ち

ろ
ん
、
河

川

敷
に
入

る
こ

と
さ
え
も

厳
禁
で
あ

っ
た
。

日
本

住
血
吸
虫

は
、
汚
染

さ
れ
た
川

に
入

る

こ
と

に
よ
り
経
皮

的
に
感
染
し

、
主
と
し

て

肝
臓

に
寄
生
し
て

肝
硬
変
、
肝
不

全
へ
と

進

展
し
、
不

幸
な
転
帰

を
と

る
不

治
の
風
土

病

（
地
方

病
）
と
し
て

古
く
か
ら
知

ら
れ
て

い

た
。
筆
者

の
学
生

時
代

、
寄
生
虫

学
で
落
第

点
を
と
る
と
、
ゴ
ム
長
靴
を
履
き
、
試
験
管

と
割
り
箸
を
持
っ
て
、
筑
後
川
河
川
敷
で
日

本
住
血
吸
虫
の
中
間
宿
主
で
あ
る
ミ
ヤ
イ
リ

ガ
イ
と
い
う
小
さ
な
巻
貝
を
集
め
る
こ
と
で

合
格
点
を
も
ら
っ
て
い
た
。

昭
和
六
十
年
代
に
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
よ
る
護
岸
工
事
が
進
ん
だ
結
果
、
ミ
ヤ
イ

リ
ガ
イ
が
撲
滅
さ
れ
、
平
成
十
二
年
に
日
本

住
血
吸
虫
症
の
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
現

在
で
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
河
川
敷
は
学
童
の
遠

足
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
客
で
に
ぎ
わ
い
、
川
に
は

大
学
の
ボ
ー
ト
部
の
練
習
風
景
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
平
和
な
風
景
に
満
ち
て
お
り
、
今
昔

の
感
に
堪
え
な
い
。




